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東京都 

総合防災部 

 

情報を迅速に収集 

適時的確な意思決定 

迅速・的確な災害対策（公助） 

地震被害予測システム 

地震被害判読システム 

地震計ネットワーク 

システム 

区市町村・関係機関 

共
有 

伝
達 

画像伝送システム 

災害情報提供システム 
（防災ホームページ） 

提
供 

啓蒙・自助 

国（内閣府、消防庁）関係 

・Ｊ－ＡＬＥＲＴシステム 

・Ｅｍ－ＮＥＴシステム 

災害対応と情報システム 

無線電話 無線ＦＡＸ（防災ＦＡＸ） 

都庁舎屋上カメラ 

緊急地震速報受信システム 

 防災行政無線網 

 Ａ／Ｖ設備 

：情報 

都民 

災害情報システム 
（DIS） 



災害情報システム 業務メニュー イメージ図 

区市町村
防災機関 

登録/参照 避難情報 

マスメディア等 

東京都防災ホームページ 

情報連携 

ホームページ更
新 

東京都 

総合防災部 

地域住民 

災害情報システム 

  ＤＩＳ業務メニュー → 公共情報コモンズ（Ｌアラート） 
  ・避難に関する情報（避難準備情報、避難勧告、避難指示等）の情報連携 
   ※平成２６年６月より本格運用開始 

登録/参照 

・気象情報提供 
・災害情報管理 
・災害/復旧情報管理 
・災害/応急措置情報管理 
・災害情報報告/統計管理 
・その他 

http://www.google.co.jp/url?url=http://jp.yamaha.com/products/network/downloads/tools/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=c3RQVOg0iuDwBZbLgYgH&ved=0CCQQ9QEwBw&usg=AFQjCNFj__w7S5qG8O8Ayj9Cjcz27_QUXQ


Lアラート導入までのスケジュール 

1月 2月 3月 4月 5月 6月～

事務手続き等

システム改修

25年度 26年度

1下旬

○
区市町村説明会
・方針説明
・同意書(案）配布

3上旬

○
同意書提出

（すべて参加同意）

3末
○

システム
リリース

2中旬

○
サービス利用
申し込み

・同意書取り
まとめ
・問い合わせ
対応

試験運用

システム改修

3下旬
○

操作説明会
（計4回）

本格
運用

4下旬～5上旬
○

操作説明会
（計4回）

6/4
○

コモンズ合同
訓練参加

5/28
○

メディア向け
説明会

（総務省共催）

通信試験等



Lアラートへの避難情報発信状況
（東京都分） 

発信日 災害名 Ｌアラートへの発信内容 自治体数

６／６～ 大雨 避難勧告 1

６／９～ 大雨 避難準備情報 1

７／１０～ 台風８号 避難準備情報 1

避難準備情報 6

避難勧告 3

避難指示 1

１０／１３～ 台風１９号 避難準備情報 4

１０／４～ 台風１８号



・避難に関する情報 
⇒住民の生命、財産を守るため、一刻も早く且つ確  
実に伝達できるよう、さまざまな情報提供手段を用
いて周知を行うことが重要 
⇒Lアラートもその手段の1つとして「東京都地域防
災計画」（平成26年修正版）に記載  
 
・Lアラートのメリット 
⇒「迅速に情報が伝わること」「メディアの力を活
用できること」 
  
・Lアラートへの期待 
⇒情報伝達者、情報発信者の更なる増加、充実を期
待しております。 
 


